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臨床美術士資格取得について
○臨床美術士とは
臨床美術士は、1人ひとりの高齢者の状態を把握しながら、脳の活性化のためにどのような美術的アプローチが効果的かを見極

め、根気よく指導する専門家です。美術に関する知識だけではなく、高齢者の意欲を引き出す方法や、認知症の方とのコミュニケー
ションなどについても、専門的トレーニングを積んでいます。臨床美術士はその技能に応じて1級から5級までの資格があり、特
定非営利活動法人日本臨床美術協会の試験を受けて認定されています。現在、日本国内には約6,000人の臨床美術を学んだ人がお
り、高齢者の認知症予防・進行抑制のほか、子どもの感性教育や社会人のメンタルヘルスケアなど多方面で活躍しています。
東北福祉大学において「臨床美術論Ⅰ、Ⅱ」を修めた者は臨床美術士5級の認定試験受験資格が、「臨床美術論Ⅲ、Ⅳ」を修め

た者は、臨床美術士4級の認定試験受験資格が与えられます。
＊3級までは仙台において臨床美術士養成講座を受講することで受験資格が得られます。詳しくは特定非営利活動法人日本臨床
美術協会事務局（電話050-6865-3701 ）までお問い合わせ下さい。
○特定非営利活動法人日本臨床美術協会とは
特定非営利活動法人日本臨床美術協会は臨床美術士の認定と社会的地位の確立を目指すとともに臨床美術の専門知識と普及を
支援し、健康で豊かな社会を構築することを目的に設立されました。臨床美術士の認定をはじめ、講師の派遣事業を推進し、協
会主催の福祉、医療等の多角的な内容の講演会、研修会による社会的認知と水準保持の活動を行っています。
○5級・ 4級認定をご希望の方は下記の要領でご申請ください。
認定費用一覧
取得級 試験料 入会登録費用 受講時徴収合計 備　　考

5級 22,000円 13,000円
内訳：入会金2,000円、年会費11,000円※ 35,000円 以後、継続して協会員であることを資

格保持の条件とする。

4級 49,500円 臨床美術士 5級及び日本臨床美術協会員で
あることが前提。 49,500円 同上

※ 入会金を除き、必要費用は消費税10%で算出されています。税率の改正が行われた場合は、開講開始日の税率によってお支
払いいただきます。予めご了承ください。なお、学校在籍中は、年会費及び認定試験受験料は免除されます。
審査方法：認定試験。筆記と実技の課題提出型。
申請方法　1．認定申請書に記入の上、日本臨床美術協会事務局にご郵送ください。

2．下記の郵便振替口座に認定試験料をお振込みください。振替用紙の「通信欄」に「 5級認定希望」または「 4
級認定希望」と明記してください。

口座番号　00150-4-740354
加入者氏名　特定非営利活動法人日本臨床美術協会

＊振込手数料は申請者負担となります。

○申請書送付・問い合わせ先　
特定非営利活動法人　日本臨床美術協会　事務局
〒251-0047　神奈川県藤沢市辻堂1-9-3　湘南エミネンス（ShonanEminence）3階
TEL 050-6865-3701（電話受付 月～金 9：30～ 18：00）/ FAX 050-3737-9007 / Email association@arttherapy.gr.jp

（３）臨床美術課程に関する科目 （別表38）

開講科目名 履修年次単位指示事項 履修方法

臨床美術論Ⅰ履修前提
臨床美術論Ⅱ履修前提
臨床美術論Ⅲ履修前提

臨床美術論Ⅰ
臨床美術論Ⅱ
臨床美術論Ⅲ
臨床美術論Ⅳ
陶芸制作Ⅰ
陶芸制作Ⅱ
ケアマネジメント論
認知症病態論
表現技術Ⅲ（美術）
陶芸制作Ⅲ
精神医学と精神医療Ⅰ
精神医学と精神医療Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2

 1年以上
 1年以上
 2年以上
 2年以上
 2年以上
 2年以上
 3年以上
 3年以上
 2年以上
 3年以上
 3年以上
 3年以上

必修12単位

2 科目4単位以上選択して
修得のこと

６.「社会貢献活動支援士」課程
（１）設置の目的

（２）教育概要
本課程は、総合福祉学部および総合マネジメント学部の学生が選択可能な課程です。カリキュラム

のなかには、これまで本学にない他の2大学のカリキュラムと本学のカリキュラムを組み合わせた共
同カリキュラムも開講されており、定められた履修条件をクリアすると、社会貢献活動支援士の受験
資格が与えられます。資格試験は条件を満たした学生に対して 3年次から受験ができ、この社会貢献
活動支援士を取得後、防災や減災、社会貢献、ボランティアなどについて実践力のある学生であるこ
とを示す資格となります。
本課程の科目は、東北福祉大学、工学院大学、神戸学院大学が 3大学連携に関する協定書に基づき、
提供されています。特色ある科目としては、インターネット回線を用いた遠隔システムにより本学に
居ながら他大学の講義を3大学同時に受講することができる連携共同科目「社会貢献学入門」と、夏
期・冬期休暇を利用して行なわれるスクーリング・集中講義の科目があります。

（３）履修について
資格を取得するには、必要科目数（別表39）を履修登録し単位修得する必要があり、特に「③そ
の他の科目」の中には、授業開始時間と終了時間が本学の授業時間と異なる科目が含まれていま
す。また、スクーリング科目に関する交通費などの費用は各自負担となります。

　本課程は、平成21年度の文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」
に、東北福祉大学（本学）を代表校とし、工学院大学と神戸学院大学との3大学連携プロジェクトと
して取り組む「防災・減災・ボランティアを中心とした社会貢献教育の展開」が選定され、「社会
貢献（防災・減災、ボランティア、社会環境）」のための専門カリキュラムとして3大学共同で開
発・実施するものです。
　取組・目的については、3大学の連携により、それぞれの大学の特色、強みを活かしつつ文系と理
系の融合により高度な社会貢献に関する研究・教育を行い社会に貢献することを目的としています。
社会貢献活動支援士とは、防災・減災、社会貢献や環境の専門的知識を能力を身につけ、災害やボ
ランティアの現場でリーダーシップを取って活動できる人材であることを認定する資格です。社会貢
献活動支援士課程では、「社会貢献活動支援士」資格取得のため、専門知識のみならず、実習・演習を
通じて、即戦力として、社会に貢献するマインドと能力を持ち、また、自らテーマを設定し、プロジェ
クトを立ち上げ、それを実行していく人間力を持つ人材を育成・輩出することも目指しています。
   「社会貢献活動支援士」の資格は、カリキュラムに定められた必要単位を修得した者に、社会貢献
学会が認定する「社会貢献活動支援士」資格認定試験の受験資格が与えられ、認定試験合格後、社
会貢献学会より「社会貢献活動支援士資格認定書」が発行されます。
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（４）社会貢献活動支援士課程に関する科目（総合福祉学部・総合マネジメント学部） （別表39）

現代社会を見る眼
リスクと社会
災害と社会
情報と社会（知的財産を含む）
現代社会とボランティア
レクリエーション論
地域活性化マネジメント論（入門編）
地域活性化マネジメント論（実践編）
児童・家庭福祉
高齢者福祉
障害者福祉
地域福祉と包括的支援体制A
地域福祉と包括的支援体制B
国際福祉論
災害ソーシャルワーク論
社会貢献論
非営利組織論
救急処置法
ボランティア活動論
人間関係論
災害復興支援論
原子力災害論
福祉支援工学
ユニバーサルデザイン論
リスクマネジメント論
国際協力論
人的資源管理論
実践的防災学

福祉ボランティア活動Ⅰ（スポーツ・地域を含む）
福祉ボランティア活動Ⅱ（スポーツ・地域を含む）
福祉ボランティア活動Ⅲ（スポーツ・地域を含む）
福祉ボランティア活動Ⅳ（スポーツ・地域を含む）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2

2
2
2
2

1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
1年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
2年以上
3年以上
3年以上
1年以上

１年以上

3年以上

1年
2年
3年
4年

週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
週間授業
集中講義

実習
実習
実習
実習

20単位以上（10科
目以上）選択し修得
すること

4単位以上（2科目
以上）選択し修得す
ること

※1…連携大学の「工学院大学」「神戸学院大学」の先生も加わる特殊な講義となっており、授業時間が本学の授業時間と異なりま
す。詳細はガイダンスにて確認してください。

※2…連携大学「神戸学院大学」の科目となっています。履修するには履修登録前に面談が必要であり、スクーリング科目として実際
に「神戸学院大学」に直接行って受けてもらう科目です。かかる費用は全て履修者個人の負担になります。定員制。詳細はガイ
ダンスにて確認してください。

７.「デジタルコンテンツアセッサ」課程
　（１）　設置目的

　（２）　教育概要
　本課程は、総合福祉学部、総合マネジメント学部、教育学部、健康科学部医療経営管理学科の学生
が選択可能です。カリキュラムはDCA 2級、3級取得に必要な3つの知識ドメイン毎に配置された
科目から構成され、定められた履修条件を満たすことでDCA 2級、3級の申請資格が与えられます。
　3級の資格を取得するには、全ての領域の指定科目を履修することが必要です。申請資格を取得
後、情報福祉研究室を通じて I-ROIに所定の登録手数料を添えて申請することで、資格を得られま
す。
　DCA2級資格を希望する学生は、3級を取得していることが前提となります。3級取得学生は、
DCA課程の2級カリキュラムに定められた4つの知識ドメイン毎定められた履修条件を満たすと
DCA 2級の受験資格が与えられます。その後、I-ROIの実施する共通テストに合格し、情報福祉研
究室を通じて I-ROIに所定の登録手数料を添えて申請することでDCA 2級資格が授与されます。

　デジタルコンテンツアセッサ課程は、一般社団法人インターネットコンテンツ審査監視機構
（I-ROI）の定めるデジタルコンテンツアセッサ（DCA）の2級或いは3級資格取得を目的とします。
インターネットやSNSの発達した高度情報社会の現代を生きるには、その利便性や可能性を活かし、
同時にそのリスクに備えられる能力が求められます。しかし、近年のSNSやインターネットの炎上事
件、ネット依存症やプライバシー侵害、知的所有権のトラブル等を見るに、大学生がその十分な能力
を有しているとは言えません。
　本課程では、そのために必要な「ｉコンプライアンス」「インターネット＆デジタルコンテンツテ
クノロジー」「ネットワークリテラシー」の三つの知識領域毎に配置された科目を学び、必要なコン
ピテンシーを修得します。本資格は、あらゆる分野における社会人としての基礎能力証明であると同
時に、企業や公務員、各種医療・福祉施設等で情報発信を担える人材の基礎資格でもあります。
DCA3級は、ユーザーレベルでのこのコンピテンシーを証明するもので、DCA2級の前提資格です。
DCA2級は、テクノロジー面を中心にコンピテンシーを更に高め、企業や各種施設等で青少年イン
ターネット環境整備法等が定める「特定サーバー管理者」たりうる能力を保証する資格になります。
　また、近年の青少年のネットトラブルやネットいじめ等に対応するためには、教員も高度情報社会
のツールを把握する必要があります。その意味で本課程は、教員を目指す者にとっても重要な資格と
なります。


